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主な内容

　山国川河川敷で５月13日（日）、毎年恒例の「よしとみワッショイ
春まつり」（吉富町商工会主催、吉富町後援）が開催されました。
　春まつりは午前10時にオープニング。餅まきをはじめ、吉富町食
進会の皆さんによる「おにぎりの無料配布」や、人気タレント"前田
けん"さんのものまねショーなど、バラエティ豊かな催しが行なわ
れ、多くの人出でにぎわった楽しい一日でした。

（関連記事は１５ページ）

かわいいバトンの演技かわいいバトンの演技
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県
知
事
選
挙
は
、
四
月
八
日
に
即

日
開
票
の
結
果
、
現
職
の
麻
生
渡
氏

が
、
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
　
　

県
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

選
挙
は
無
投
票
で
し
た
。

　
吉
富
町
で
の
県
知
事
選
挙
の
投
票

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
四
月
二
十
二
日
、
吉
富
町
長
選
挙
・

吉
富
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
吉
富
町
長

に
は
　
冨 

壽
一
郎
氏
（
五
十
四
歳
）

が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
町
長

選
挙
・
町
議
選
挙
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

当
選
人

《
町
長
選
挙
結
果
》

  

冨   

壽
一
郎

３
、
０
１
０
票

中 

家   

　
　
一

１
、
８
３
２
票

福
岡
県
知
事
・
議
員
選
挙

福
岡
県
知
事
・
議
員
選
挙

県
知
事
　
麻
生
　
　
渡
氏

県
議
員
　
後
藤
　
元
秀
氏

 

　 

が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

麻
　
生
　
　
渡

　
　
　
　
　
　
　 
１
、
６
４
８
票

稲
　
富
　
修
　
二

　
　
　
　
　
　
　 

１
、
２
４
４
票

平
　
野
　
榮
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
２
１
４
票

《
県
知
事
選
挙
結
果
》

《町議会議員選挙結 果》

当
選
人
　
岸
本
加
代
子
　
５
２
５
票

当
選
人
　
横
川
　
清
一
　
５
０
５
票

当
選
人
　
別
府
　
忠
幸
　
４
８
１
票

当
選
人
　
花
畑
　
　
明
　
４
５
０
票

当
選
人
　
山
本
　
勝
紀
　
３
８
８
票

当
選
人
　
今
津
　
時
長
　
３
４
４
票

当
選
人
　
梅
津
　
義
信
　
３
４
２
票

当
選
人
　
藤
家
　
清
見
　
３
３
４
票

当
選
人
　
若
山
　
征
洋
　
３
３
０
票

当
選
人
　
土
屋
　
豊
一
　
３
１
８
票

　
　
　
　
是
石
　
利
彦
　
２
８
５
票

　
　
　
　
丸
谷
　
一
秋
　
２
７
７
票

　
　
　
　
矢
岡
　
　
匡
　
２
１
０
票

　
　
　
　
東
谷
　
正
和
　
　
５
０
票

吉
富
町
長
選

挙

吉
富
町
長
選

挙

吉
富
町
長
選

挙

　
冨
壽
一
郎
氏
が
初
当
選▲初当選した　冨壽一郎氏
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こ
の
度
、
町
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
　
冨
壽
一
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
の
私
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
ご
厚
情
を
思
い
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
一

層
の
幸
せ
の
た
め
精
魂
を
傾
け
る
決

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、

　
一
、
人
口
一
万
人
を
め
ざ
す
活
力

　
　
　
あ
る
町
づ
く
り

　
一
、
行
財
政
改
革
と
住
民
参
加
の

　
　
　
町
政

　
一
、
少
子
高
齢
化
と
団
塊
世
代
対

　
　
　
策
　

の
三
つ
を
政
策
の
柱
に
掲
げ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
の
具
現
化
を
図
る

た
め
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
し
ま

し
た
十
九
項
目
に
つ
い
て
、
任
期
四

年
間
で
実
行
す
る
た
め
、
就
任
後
、

直
ち
に
各
担
当
課
に
指
示
を
い
た
し

ま
し
た
。
す
で
に
町
長
公
用
車
ベ
ン

ツ
は
廃
車
に
、
町
長
給
与
の
二
割
カ

ッ
ト
に
つ
い
て
も
五
月
十
四
日
の
臨

時
議
会
に
お
い
て
提
案
・
可
決
を
さ

れ
、
五
月
給
与
か
ら
実
現
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
合
併
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
吉
富
町
は
全
国
初
の
県
知
事
か

ら
豊
前
市
と
の
合
併
協
議
会
設
置
勧

告
を
受
け
て
の
、
合
併
協
議
会
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
選
挙
中
に
皆
様
と
約

束
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
、
自
治
会

毎
に
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見
・
ご
意
思
を
再
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
八
月
中
に
は

吉
富
町
と
し
て
の
意
思
決
定
を
い
た

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
行
政
と
町
民
が
共
通
の
目
標
と
認

識
を
持
っ
て
進
む
こ
と
が
町
づ
く
り

の
第
一
歩
で
あ
り
ま
す
。
町
が
、
役

場
が
何
か
を
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

く
、
町
民
が
町
に
何
を
す
る
か
で
あ

り
、
吉
富
町
の
進
む
べ
き
道
は
町
民

皆
様
と
共
に
決
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
吉
富
町
の
活
力
あ
る
町
づ
く
り
実

現
の
た
め
、
町
民
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
（
平
成
十
九
年
五
月
一
日
付
）

《
異
動
》

【
会
計
管
理
者
（
会
計
課
課
長
）（
兼

　
務
）
】

　
古
賀
　
茂
　
（
企
画
財
政
課
長
）

《
退
職
》

　
六
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
二

期
分
と
町
県
民
税
第
一
期
分
の
納
期

で
す
　
町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

　
（
平
成
十
九
年
四
月
三
十
日
付
）

　　
若
山
　
清
敏
　
（
副
町
長
）

　
山
本
　
祐
司
　
（
収
入
役
）

な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

吉
富
町
長

　
冨
　
壽
一
郎

吉
富
町
職
員

人

事

異

動

六
月
は
国
民
健
康
保
険
税

町
県
民
税
の
納
期
で
す

初
登
庁
す
る
　
冨
町
長

▲

町
長
就
任
に
あ
た
っ
て

町
民
の
皆
様
に
ご
挨
拶
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皆
様
の
あ
た
た
か
い
御
支
援
を
賜
わ
り
初

当
選
を
果
た
せ
ま
し
た
。
深
く
感
謝
し
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
努
力
精
心
を
誓
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
時
に
叱
ら
れ
る
事
を

厭
わ
ず
、
ま
た
激
励
し
て
戴
け
る
こ
と
を
励

み
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。
叱
咤
激
励
の
程
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
吉
富
町
の
将
来
を
決
め
る
大
切

な
町
議
選
で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
の
御
声
援

を
頂
き
本
当
に
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。
皆

様
一
人
一
人
の
声
が
町
政
に
届
く
様
に
微
力

な
が
ら
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後

共
暖
か
く
も
厳
し
い
目
で
御
指
導
御
助
言
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
頂
き
当
選
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私

は
大
い
に
発
言
聴
く
耳
を
信
念
に
何
で
も
賛

成
反
対
を
無
く
し
吉
富
町
の
更
な
る
発
展
、

活
性
化
、
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
に
情

熱
と
行
動
力
で
頑
張
り
ま
す
。
今
後
共
よ
ろ

し
く
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
あ
た
た
か
な
、
ご
支
援
を

得
て
二
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
初
心

を
忘
れ
る
事
な
く
大
地
に
し
っ
か
り
と
足
を

踏
張
り
皆
さ
ん
と
心
を
合
わ
せ
て
共
に
前
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
築
広
域
圏
消
防
本
部

《
甲
種
防
火
管
理
　
新
規
講
習
》

▼
講
習
日
時
　
８
月
23
日
(木)
・
24
日
(金)
の
２
日

　
間
講
習

▼
定
員
　
70
名

▼
受
付
期
間
　
７
月
２
日
（月）
～
31
日
（火）

　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時

▼
受
付
場
所
　
京
築
消
防
本
部
　
予
防
課
指
導

　
係
（
持
参
の
み
）

▼
講
習
会
場
　
京
築
消
防
本
部
　
講
堂

　
　
　
　
　
（
豊
前
市
大
字
荒
堀
５
２
５
の
１
）

《
甲
種
防
火
管
理
　
再
講
習
》

▼
講
習
日
時
　
７
月
25
日
（水）

▼
定
員
　
70
名

▼
受
付
期
間
　
６
月
１
日
（金）
～
29
日
（金） 

　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時

▼
受
付
場
所
　
京
築
消
防
本
部
　
予
防
課
指
導

　
係
（
持
参
の
み
）

▼
講
習
会
場
　
京
築
消
防
本
部
　
講
堂

　
　
　
　
（
豊
前
市
大
字
荒
堀
５
２
５
の
１
）

◎
受
講
手
数
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

　
甲
種
新
規
…
５
、
０
０
０
円

　
甲
種
再
講
習
…
３
、
５
０
０
円

梅
津
　
義
信
（46）

当
１

無所属
ＪＲ社員　幸子古

横
川
　
清
一
（50）

当
１

若
山
　
征
洋
（64）

当
１

花
畑
　
　
明
（51）

当
２

無所属
建設業役員　今吉

無所属
無職　高浜

無所属
会社役員　小犬丸下

防
火
管
理
者
資
格

取

得

講

習

会

わたしたちの町の

議員です

わたしたちの町の

議員です

わたしたちの町の

議員です ※議席番号順に掲載、
　年齢は６月１日現在の満年齢です。
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こ
の
度
の
町
議
選
で
は
、
皆
様
方
の
暖
か

い
ご
支
援
を
賜
り
、
当
選
を
果
た
す
事
が
で

き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
住
民
の
皆
様
と
共
に
「
活
力
あ
る
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
吉
富
町
」
を
目
指
し
一
生

懸
命
頑
張
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
あ
た
た
か
な
力
強
い
ご
支
援
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
弱
者
に
や
さ
し
く
み

ん
な
が
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
、
「
住
民
参
加

の
町
づ
く
り
」
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
、

力
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
で
は
、
皆
様
の
あ
た
た

か
い
御
支
援
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
期
同
様
、
住
環
境
の
整
備
、
第
一
次
産
業

振
興
の
た
め
の
生
活
基
盤
の
確
立
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
暖
か
い
ご
支
持
、
ご
支
援
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
上
は
皆
様
の
ご
期
待
ご

信
頼
に
応
え
虚
心
坦
懐
明
る
い
町
政
実
現
の

た
め
一
意
専
心
精
励
い
た
す
決
意
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
町
議
選
に
あ
た
り
、
暖
か
い
ご

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
し
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
の
こ
の
気
持
を
忘
れ
ず
に
、
信
頼
さ
れ

る
行
政
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
吉
富
町
を
目

指
し
て
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
合
併

問
題
と
絡
む
、
ま
ち
づ
く
り
を
、
今
ま
で
以

上
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
「
ま
ち
」
で
す
。
夢
と
希
望
を
持

ち
安
心
し
て
く
ら
せ
る
生
活
実
現
の
た
め
、

ガ
ン
バ
り
ま
す
。

◎
受
講
申
込
書
の
配
布
先

　
京
築
消
防
本
部
予
防
課
・
豊
前
消
防
署
・
東

　
部
分
署
・
西
部
分
署
・
京
都
分
署
・
勝
山
出

　
張
所

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
京
築
広
域
圏
消
防
本
部
　

　
予
防
課
指
導
係

　
　
０
９
７
９
・
８
２
・
０
１
１
９

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
講
習
会
当
日
の
受
付
は
、
８
時
15
分
～
55
分

　
（
再
講
習
は
12
時
15
分
～
13
時
）
で
す
。

※
講
習
会
に
欠
席
さ
れ
た
場
合
は
、
受
講
手
数

　
料
の
払
い
戻
し
は
、
い
た
し
ま
せ
ん
。

別
府
　
忠
幸
（56）

無所属
漁業　高浜

山
本
　
勝
紀
（65）

当
５

土
屋
　
豊
一
（59）

藤
家
　
清
見
（71）

当
５

無所属
会社役員　別府

無所属
会社員　土屋

無所属
農業　小犬丸下

当
５

今
津
　
時
長
（70）

無所属
漁業　喜連島下

岸
本
加
代
子
（57）

当
４

日本共産党
保育士　幸子古

当
２

当
３
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第
一
回
臨
時
町
議
会
報
告

第
一
回
臨
時
町
議
会
報
告

第
一
回
臨
時
町
議
会
報
告

町
議
会
の
構
成
等
を
議
決

　
改
選
後
の
初
議
会
が
五
月
十
四
日

に
開
か
れ
、
町
議
会
の
構
成
等
を
議

決
し
ま
し
た
。

　
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
）

　　
議
　
長
　
　
藤
家
　
清
見

　
副
議
長
　
　
土
屋
　
豊
一

〔
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〕

　
委
員
長
　
　
岸
本
　
加
代
子

　
副
委
員
長
　
花
畑
　
　
明

　
委
　
員
　
　
藤
家
　
清
見

　
委
　
員
　
　
別
府
　
忠
幸

　
委
　
員
　
　
梅
津
　
義
信

〔
福
祉
産
業
建
設
常
任
委
員
会
〕

　
委
員
長
　
　
今
津
　
時
長

　
副
委
員
長
　
若
山
　
征
洋

　
委
　
員
　
　
山
本
　
勝
紀

　
委
　
員
　
　
土
屋
　
豊
一

　
委
　
員
　
　
横
川
　
清
一

〔
議
会
運
営
委
員
会
〕

　
委
員
長
　
　
花
畑
　
　
明

　
副
委
員
長
　
岸
本
　
加
代
子

　
委
　
員
　
　
今
津
　
時
長

　
委
　
員
　
　
土
屋
　
豊
一

　
委
　
員
　
　
若
山
　
征
洋

一
部
事
務
組
合
議
員

〔
吉
富
町
外
一
市
中
学
校
組
合
議
会

　
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見
　
　
土
屋
　
豊
一

　
今
津
　
時
長
　
　
花
畑
　
　
明

　
梅
津
　
義
信

〔
吉
富
町
外
一
町
環
境
衛
生
事
務
組

　
合
議
会
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見
　
　
　
土
屋
　
豊
一

　
岸
本
　
加
代
子
　
　
若
山
　
征
洋

〔
豊
前
市
外
二
町
清
掃
施
設
組
合
議

　
会
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見
　
　
土
屋 

豊
一

　
別
府
　
忠
幸
　
　
横
川 

清
一

〔
京
築
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議

　
会
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見

〔
豊
前
市
外
二
町
財
産
組
合
議
会
議

　
員
〕

　
土
屋
　
豊
一

〔
京
築
地
区
水
道
企
業
団
議
会
議
員
〕

　
土
屋
　
豊
一

〔
築
上
郡
税
務
事
務
組
合
議
会
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見

〔
築
上
郡
自
治
会
館
等
資
産
管
理
組

　
合
議
会
議
員
〕

　
藤
家
　
清
見

※
町
長
等
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給

　
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
町
長
給
与
の
百
分
の
二
十
の
減
額
、

併
せ
て
副
町
長
給
与
の
百
分
の
十
五

の
減
額
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
百
九

十
五
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
二
十
四
億
四
千
二
百
九
十
五
万

一
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

《
専
決
処
分
の
承
認
》

　
※
吉
富
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　　
※
吉
富
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
　
定
に
つ
い
て

　
※
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
　
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
三
件
と
も
承
認
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

一
部
改
正
し
た
条
例

そ
の
他
の
議

案

平

成

十

九

年

度

一
般
会
計
補
正
予
算

　水ぬるむ季節となり、子供たちが、水辺で遊ぶことが多くなります。
　近ごろ、川やため池で魚釣りや水遊びをしている子供たちをよく見かけます
が、遊びに夢中になり、足をすべらせて水難事故になることがありますので、
注意してください。�   
　特に農業用のため池では、魚釣りや水遊びを絶対にしないように、ご指導願
います。

　建設課・吉富町土地改良区

水難事故に注意!!水難事故に注意!!

第
一
回
臨
時
町
議
会
の
よ
う
す

▲
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今
回
は
、
公
共
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
関
し
て

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
話
を
し
ま
す
。

Ｑ
．
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

　
な
っ
て
い
る
地
域
は
ど
こ
？

Ａ
．
現
時
点
で
は
、

　
　
大
字
小
祝
の
大
部
分

　
　
大
字
小
犬
丸
の
一
部

　
　
大
字
広
津
の
一
部

　
　
大
字
直
江
の
一
部

　
で
、
こ
れ
ま
で
の
下
水
道
工
事
の

　
際
に
民
地
内
に
「
公
共
ま
す
」
が

　
設
置
さ
れ
た
家
屋
は
使
え
る
よ
う

　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
下
水
道
受
益
者
負
担
金
と
は
、

　
い
っ
た
い
何
な
の
？

Ａ
．
公
共
下
水
道
を
建
設
す
る
に
は

　
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ

　
の
財
源
に
は
、
国
費
や
地
方
債
や

　
町
費
が
充
て
ら
れ
ま
す
が
、
地
方

　
債
は
あ
く
ま
で
も
借
金
で
あ
る
た

　
め
町
は
永
年
に
わ
た
り
返
還
を
し

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
、
町
費
に
は
皆
さ
ん
か
ら

　
い
た
だ
い
た
税
金
が
充
て
ら
れ
る

　
の
で
す
が
、
す
べ
て
の
町
民
の
方

　
が
公
共
下
水
道
を
使
え
る
よ
う
に

　
な
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　
そ
こ
で
税
の
不
公
平
性
を
な
く

　
す
と
い
っ
た
主
旨
も
あ
り
ま
し
て

　
下
水
道
の
便
益
や
利
用
価
値
を
享

　
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
共
下
水

　
道
整
備
区
域
内
の
方
々
に
、
こ
の

　
受
益
の
限
度
内
に
お
い
て
建
設
費

　
用
の
一
部
（
※
「
公
共
ま
す
」
の

　
設
置
費
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を

　
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
公
共
下
水

　
道
を
早
期
に
計
画
的
に
整
備
す
る

　
た
め
の
も
の
な
の
で
す
。

Ｑ
．
公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
に
は

　
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
．
設
置
さ
れ
て
い
る
「
公
共
ま
す
」

　
に
各
家
庭
の
排
水
を
接
続
す
る
工

　
事
や
ト
イ
レ
を
水
洗
式
に
改
造
す

　
る
工
事
を
町
指
定
工
事
店
に
登
録

　
さ
れ
た
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

　
い
。
こ
れ
を
排
水
設
備
の
設
置
と

　
言
い
、
そ
の
工
事
代
金
は
全
額
個

　
人
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
町
で
は

　
水
洗
化
の
促
進
を
目
的
に
助
成
制

　
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
金

　
額
は
、
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

　
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
か
ら
実
際

　
の
接
続
ま
で
の
期
間
に
よ
っ
て
異

　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
別
に
水
洗
便
所
等
改
造
資

　
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
あ
り

　
ま
す
の
で
詳
し
く
は
上
下
水
道
課

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
と

　
排
水
設
備
の
設
置
費
用
の
関
係
は

　
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

Ａ
．
こ
れ
ら
は
全
く
別
の
も
の
で
あ

　
り
、
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
納

　
付
し
た
か
ら
そ
の
分
、
排
水
設
備

　
の
設
置
費
用
か
ら
差
し
引
か
れ
る

　
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
ま
た
排
水
設
備
の
設
置
は
下
水

　
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

　
三
年
以
内
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ

　
け
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
が
、
下
水

　
道
受
益
者
負
担
金
は
納
入
通
知
書

　
が
届
い
て
か
ら
排
水
設
備
の
設
置

　
を
お
こ
な
う
、
す
ぐ
に
は
お
こ
な

　
わ
な
い
に
関
係
な
く
、
納
付
し
て

　
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
下
水
道
は
快
適
な
生
活
を
享
受

　
し
、
さ
ら
に
は
自
然
環
境
を
守
る

　
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施

　
設
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
公
共
ま
す
」
が
設
置
さ
れ
る
と

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
ま
す
！

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
す
で
に
一
括
納
付
さ
れ
ま
し
た
方
及
び
ま
だ
負
担
金

賦
課
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
入
の

必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

六
月
は

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

第
一
期
分
の
納
期
で
す
！

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

　「吉富町指定給水装置工事事業者」の追加指定がありましたので
お知らせします。

　なお、この指定は随時に行っています。追加指定業者等のお問い
合わせは、上下水道課上水道係（　２４－４０７４）まで。

指定給水装置工事事業者追加指定のお知らせ

事業所の名称 事業所の所在地・電話番号 指定年月日

司城設備
福岡県豊前市大字荒堀705-1

TEL 0979－82－4971
Ｈ19.05.08
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款 別 現計予算額 支 出 済 額

議 会 費 57,472 56,530

総 務 費 472,853 380,441

民 生 費 784,305 699,263

衛 生 費 272,612 267,405

労 働 費 5 0

農林水産業費 61,575 49,596

商 工 費 8,723 8,040

土 木 費 225,548 164,236

消 防 費 110,960 109,940

教 育 費 331,746 322,695

公 債 費 146,934 118,172

諸 支 出 金 74 73

予 備 費 2,221 0

合 計 2,475,028 2,176,391

執 行 率 87.93%

款 別 現計予算額 収 入 済 額

町 税 727,826 742,609

地 方 譲 与 税 60,000 65,908

利子割交付金 2,500 2,634

配当割交付金 1,400 2,438

株式等譲渡所得割交付金 10 1,885

地方消費税交付金 60,000 67,345

自動車取得税交付金 14,000 16,674

地方特例交付金 28,710 28,710

地 方 交 付 税 816,428 816,428

交通安全対策特別交付金 1,000 1,258

分担金及び負担金 57,698 58,893

使用料及び手数料 40,908 34,997

国 庫 支 出 金 128,044 66,425

県 支 出 金 124,064 87,785

財 産 収 入 3,456 3,913

寄 附 金 10,001 10,000

繰 入 金 184,100 214,100

繰 越 金 35,861 35,861

諸 収 入 30,722 15,932

町 債 148,300 0

合 計 2,475,028 2,273,795

収 入 率 91.87%

歳  出歳  入 （単位：千円）

1.  平成18年度一般会計予算の執行状況（3月末現在）

　地方自治法第243条の3第1項及び吉富町財政
事情書の作成及び公表に関する条例に基づき、
平成18年度下半期の財政事情を次のとおり公
表します。
　　　　　　平成19年５月31日

　　　　　　　　吉富町長　　冨　壽一郎

町財政事情の公表

1.平成18年度一般会計予算の執行状況

2.平成18年度特別会計予算の執行状況

3.財産の状況

4.地方債及び一時借入金の状況

町の経済経済経済

※収入済、支出済額については、3月末日現在の執行済額です。決算状況は11月に公表予定です。
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3.  財産の状況（3月末現在）

4.  地方債及び一時借入金の状況 2.  平成18年度特別会計予算の執行状況

（1）一般会計債 （３月末現在）

（2）水道事業債 （３月末現在）

事業別（　）は内財源対策分 借入先別

土 地

建 物

基金・有価証券・出資金

327,380㎡

28,517㎡

2,509,693千円

海岸漁港事業債
60,554

町 営 住 宅 債
288,745

教 育 施 設 債
70,474
（2,737）

体 育 施 設 債
99,508
（65,502）

厚生福祉施設債
0

水 道 施 設 債
194,234

防 災 施 設 債
3,782
（583）

減 税 補 て ん 債
192,432

臨時税収補てん債
31,513

臨時財政対策債
782,832

財 務 省

594,045

日本郵政公社

676,758

共 済 組 合

農 協

そ の 他

453,271

1,724,074

水道事業債
財務省 242,226

公営企業金融公庫 112,487
354,713

（3）公共下水道事業債

公共下水道事業債

財務省 495,326

日本郵政公社 960,849

公営企業金融公庫 108,100

銀行等 5,618

1,569,893

（単位：千円） （単位：千円）

（1）国民健康保険特別会計

歳　　　入 歳　　　出

予算現額 829,554予算現額 829,554

収入済額 742,442支出済額 722,260

収 入 率 89.50%執 行 率 87.07%

（2）老人保健特別会計

歳　　　入 歳　　　出

予算現額 764,178予算現額 764,178

収入済額 733,221支出済額 700,554

収 入 率 95.95%執 行 率 91.67%

（3）奨学金特別会計

歳　　　入 歳　　　出

予算現額 13,811予算現額 13,811

収入済額 13,152支出済額 12,697

収 入 率 95.23%執 行 率 91.93%

（4）公共下水道事業特別会計

歳　　　入 歳　　　出

予算現額 430,320予算現額 430,320

収入済額 167,069支出済額 136,641

収 入 率 38.82%執 行 率 31.75%

（5）水道事業会計

収　　　入

予算現額

収益的収入

区 分

147,517

資本的収入 51,495

執行済額

147,640

23,511

支　　　出

予算現額

収益的支出

区 分

147,517

資本的支出 78,165

執行済額

140,818

46,578

わたしたちの

※前年度からの繰越を含む
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[資産の

1.有形固定資

（１） 総務費

（２） 民生費

（３） 衛生費

（４） 労働費

（５） 農林水産業費

（６） 商工費

（７） 土木費

（８） 消防費

（９） 教育費

（10） その他

491,112

137,574

157,752

0

3,638,911

95,553

2,466,316

62,896

2,401,812

16,880

　　計 9,468,806

（うち土地 1,560,804)

2.投資等

有形固定資産合計

（１） 投資及び出資金 261,024

3.流動資産

資産合計

（１） 現金 ・ 預金

　①財政調整基金 865,179

　②減債基金 244,359

（２） 未収金

　①地方税 37,083

　②その他 15,771

　　未収金計 52,854

　　流動資産合計

※債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等に係るもの

1,238,417

12,280,811

0千円

②債務保証及び損失補償に係るもの 0千円

（本表に計上したものを除く）

（本表に計上したものを除く）

③利子補給等に係るもの 8,593千円

　③歳計現金 76,025

　　現金 ・ 預金計 1,185,563

（２） 貸付金 79,975

（３） 基金

　①特定目的基金 1,060,615

　②土地開発基金 91,482

　③定額運用基金 80,492

　　基金計 1,232,589

　　投資等合計 1,573,588

9,468,806

借 方
[負債の

[正味資産の部]

1.固定負債

（１） 地方債

（２）債務負担行為

　①物件の購入等

　②債務保証又は損失補償

　　債務負担行為計

（３） 退職給与引当

1,724,075

187,708

0

187,708

320,510

固定負債合計 2,232,293

（１） 翌年度償還予定額

2.流動負債

103,318

負債合計

負債・正味資産合計

１.　国庫支出金 2,112,309

３.　一般財源等 6,539,294

12,280,811

正 味 資 産 合 計 9,945,200

２.　都道府県支出金 1,293,597

（２） 翌年度繰上充用 0

　　流動負債合計 103,318

2,335,611

貸 方

吉富町普通会計のバランスシート
（平成18年3月31日現在） （単位：千円）
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児童手当継続受給者の皆さまへ

児童手当現況届について児童手当現況届について児童手当現況届について
　児童手当の受給者は、毎年６月中に「児童手当現況届」を提出

しなければなりません。

　この届は、毎年６月１日における状況を記載し、児童手当を引

き続き受給する要件があるかどうか確認するためのものです。

　この届の提出がないと、６月以降の手当の受給ができなくな

りますので、ご注意ください。

　～現況届に必要なもの～　受給者（請求者）とは生計中心者です

　　●印　鑑　　　　受給者（請求者）本人来庁の際はサインでも可

　　●健康保険証　　受給者（請求者）本人のもの

　　●平成19年１月１日に吉富町に住所のなかった方は、前住所地の市町村長が発行した

　　　「平成19年度児童手当用所得証明書」も必要です。

　　●このほか、必要に応じて提出する書類があります。

※�制度改正（乳児加算の創設）、児童手当の概要については、広報よしとみ５月号の掲載記

事をご覧ください。

お問い合わせは　吉富町役場　健康福祉課　児童手当係（24‐1123）まで

　吉富町外一市中学校組合臨時職員登録者を次のとおり募集します。
　雇用については、臨時職員を必要とするときに雇用するもので、ただちに雇用す
るものではありません。

１．職種・年齢
　（一般事務職）
　　高校卒業以上で、昭和37年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた者

２．申込方法
　　申込用紙（フォーユー会館内中学校組合に用意しています）に必要事項を記入
　の上、履歴書を添えて中学校組合に提出してください。

３．申込期限
　　平成19年６月15日（金）まで

４．問い合わせ先
　　吉富町外一市中学校組合（フォーユー会館内）　0979‐23‐5006

吉富町外一市中学校組合臨時職員登録者を募集します。
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税源移譲により平成19年度から住民税が変わります
　多くの方は、平成19年度分から住民税（町県民税）が増えています。

　これは、地方公共団体が、より身近な行政サービスを行うために進められてきた三位一体改革の一

環で、国税（所得税）から地方税（住民税）へ税源が移し替えられたためです。

　税源移譲により税率が見直され、平成19年度６月分から住民税が増額になりますが、平成19年

１月からの所得税が減額されるため、税負担は変わりません。

　ただし、定率減税の廃止や給与収入の増減など、税源移譲とは別の要因による場合もあります。

◇税源移譲による留意点◇税源移譲による留意点

　住民税の所得割の税率は所得金額に応じて、３段階の課税になっていましたが所得の多少に関

わらず一律10％の税率に統一されました。

◇住民税の税率変更◇住民税の税率変更

　所得税と住民税では、基礎控除や扶養控除など人的控除額に差があるため、税源移譲により住

民税の税率が増え、所得税の税率が減っただけでは、税負担が増えることになります。

　このため、納税者の人的控除の適応状況に応じて、住民税を減額することで税負担が増えない

ように調整されます。

◇人的控除額の差による税負担の調整控除◇人的控除額の差による税負担の調整控除

　平成11年以降、景気対策措置として継続されてきた定率減税（平成18年度分：所得割の

7.5％ 上限２万円）が廃止されます。

◇定率減税の廃止◇定率減税の廃止

所得額

200万円以下

700万円以下

700万円超

町税 県税

改　正　前 改　正　後

計

3％ 2％

8％ 2％

10％

5％

10％

13％3％

町税 県税 計

6％ 4％ 10％

例：所得税と住民税の人的控除額

基礎控除

配偶者控除

扶養控除

特定扶養控除

所得税 住民税 控除額の差

38万円 33万円

38万円 33万円

38万円

63万円

5万円

5万円

5万円

18万円

33万円

45万円

例：妻と子２人を扶養

　　基礎控除+配偶者控除+扶養控除

　　５万円+５万円+１０万円＝２０万円

　　20万円×５％＝１万円

　調整控除として町県民税から１万円
が控除される。

個人住民税の課税所得金額が
２００万円以下の人

人的控除額の差の合計額と個人住民税の課税所得金額の
いずれか小さい額の５％→

個人住民税の課税所得金額が 
２００万円超の人

〔人的控除額の差の合計額－（個人住民税の課税所得金額
－２００万円）〕×５％
　（注）この額が2,500円未満の場合は2,500円になります。

→
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　平成11年から平成18年までに金融機関等から住宅取得資金の借入れ等された方は、確定申告や

年末調整で所得税の還付手続きをしています。

　税源移譲により平成19年分以降の所得税が減額されるため、住宅借入金等特別控除の適用後に

控除残額が生じる場合があります。その控除残額がある方については、平成20年度から平成28年

度課税までの住民税（調整控除後）が申告により減額されます。

　住民税減額手続きは、「住宅借入金等特別税額控除申告書」等の提出が必要となり、年末調整で

控除を受ける方は住民税申告、確定申告で控除を受ける方は申告時での手続きとなります。

　なお、平成19年中に住宅取得された方については、住民税の減額措置は適用されません。

◇住宅借入金等特別控除に対する調整措置◇住宅借入金等特別控除に対する調整措置

　65歳以上の年金所得者で、合計所得金額125万円以下の方に対する非課税措置が廃止となった

ことにより、経過措置として平成18年度分、平成19年度分に限り減額され、平成20年度分からは全

額課税となります。

◇６５歳以上に対する非課税措置廃止に伴う経過措置◇６５歳以上に対する非課税措置廃止に伴う経過措置

　従来の損害保険料が見直され、新たに地震保険料控除が創設されます。

　平成20年度分の住民税、平成19年分の所得税から適用され、支払った地震保険料の１／２相当

（上限25,000円）が所得控除として認められます。

　なお、長期損害保険料については、経過措置として平成18年12月末までの契約締結分は、契約終

了まで従来どおり控除が適用されますが、短期損害保険料の控除制度は廃止となります。

◇地震保険料控除の創設◇地震保険料控除の創設

　地方分権の一貫として、「国から地方への補助金の廃止」、「地方交付税の見直し」「国税から地方
税への税源移譲」の三つを同時に行うというのが、三位一体の改革ですが、「補助金の廃止」や「地方
交付税の削減」は既に行われ、平成19年度から「税源移譲」が実施されます。

　税源移譲により、平成19年度分の住民税が増加し、平成19年分所得税が減少しますが、これは、所
得税が源泉徴収や年末調整、確定申告により課税する現年課税を採用しているのに対し、住民税は
確定した前年所得に対して課税する翌年度課税を採用しているためです。
　住民税の「平成19年度」は、平成18年中の所得で課税され、所得税の「平成19年分」は平成19年中の
所得で課税されます。

　税源移譲に伴い、全国で約３兆円の税収が移し替えられ、地方公共団体の税収は増加されますが、
補助金の廃止や地方交付税の削減など厳しい状況は変わりません。
　税源移譲を踏まえ、福岡県では自主財源確保のため、市町村との連携強化と税徴収力向上を目的
とした地方税収対策本部が設置されました。
　より身近な行政サービスを行うためにも、税収納による自主財源の確保が重要でありますので、
町税の納期内納付への更なるご理解とご協力をお願いします。

◇改正の適用・実施にあたって

年　　度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

所得割額

1／3課税

2／3課税

全額課税

均　等　割　額

町民税

2,000円

3,000円

1,000円

県民税

600円

1,000円

300円
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毎
年
四
月
中
旬
か
ら
五
月
中
旬
ご

ろ
ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
に
渡
っ
て
、

佐
井
川
に
架
か
る
土
屋
橋
の
上
流
二

百
メ
ー
ト
ル
付
近
に
鯉
の
ぼ
り
が
大

空
を
泳
い
で
、
多
く
の
町
民
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鯉
の
ぼ
り
は
、
町
内
土
屋
の

高
橋
勝
さ
ん
が
友
人
や
地
域
の
人
た

ち
と
力
を
合
わ
せ
て
平
成
十
五
年
か

ら
始
め
た
も
の
で
、
最
初
は
数
も
少

な
い
状
態
で
し
た
が
、
今
年
は
大
小

の
鯉
の
ぼ
り
十
六
匹
が
元
気
に
泳
ぎ

ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
毎
年
、
豊
前
土
木
事

務
所
に
特
別
に
許
可
を
頂
い
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
最
初
は
佐
井
川
の
両

岸
に
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
渡
す
作
業

に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　
「
広
報
よ
し
と
み
六
月
号
」
が
出

る
頃
に
は
、
も
う
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
ま
だ
見
て
な
い
方
は
、

来
年
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。

《
鯉
の
ぼ
り
寄
贈
の
お
願
い
》

　
高
橋
さ
ん
た
ち
は
、
佐
井
川
の
鯉

の
ぼ
り
を
こ
れ
か
ら
も
増
や
し
て
行

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
、
不
要
に
な
っ
た
鯉
の

ぼ
り
や
吹
流
し
、
幟
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先
　
高
橋
　
勝

　
　
　
　
　
　
　
２
３
・
９
８
７
７

佐
井
川
を
元
気
に
泳
ぐ

佐
井
川
を
元
気
に
泳
ぐ

佐
井
川
を
元
気
に
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り

鯉
の
ぼ
り

鯉
の
ぼ
り

▲鯉のぼりをバックにする高橋さん（後列左）と仲間たち

フォーユー会館催し物ご案内
日付

6/10

催  し  物

仏教讃歌フェスティバル

時　間 入場料

日

《問い合わせ先》  

田辺

　0979－83－2322

○開場/
　　13：30
○開演/
　　14：00

無　料

6/24
藤本めぐみ新曲発表会

日

○開場/
　　13：00
○開演/
　　13：30

2,000円

�

《問い合わせ先》  

花柳寿覚

　0979－82－6350

7/1

花柳寿覚おさらい会

日

○開場/
　　  9：30
○開演/
　　10：00

無　料

�

《問い合わせ先》  

菅原

　0979－83－2807�

わがまち・ふるさと
トピックス
わがまち・ふるさと
トピックス

日　　時 ： ７月24日（火）10：00～
　　　　　 ７月25日（水）15：00まで
　　　　　　　　　　　　（1泊2日）

定　　員 ： 50名

場　　所 ： 航空自衛隊築城基地

内　　容 ： 隊内生活体験・職場見学・
　　　　　ヘリコプターの体験搭乗
　　　　　　　　　　　　　　　ほか

参加費用 ： 2,000円

締 切 り ： 6月25日
　　　　　（定員になり次第受付終了いた
　　　　　　します。）

連 絡 先 ： 航空自衛隊築城基地
　　　　　広報班 　0930‐56‐1150

《中・高生の青少年防衛講座》



15

　
　
　
　
　
　
吉
富
町
教
育
委
員
会

　
吉
富
町
教
育
委
員
会
で
は
、
７
月

21
日
か
ら
町
民
プ
ー
ル
の
開
放
を
お

こ
な
い
ま
す
の
で
、
期
間
中
の
プ
ー

ル
監
視
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
人
員
　
４
名
以
内

▼
勤
務
時
間
　

　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

▼
採
用
条
件
　
18
歳
～
65
歳
ま
で
の

　
責
任
感
旺
盛
な
方
（
高
校
生
は
不

　
可
）

　
※
面
接
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

▼
待
遇
　
時
間
給
　
７
２
０
円

▼
申
込
先
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

　
内
　
吉
富
町
教
育
委
員
会

　
　
０
９
７
９
・
２
２
・
１
９
４
４

▼
申
込
期
限
　
６
月
20
日
（水）

プ
ー
ル
監
視
員

を
募
集
し
ま
す

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
餅
ま
き

▲

い
ら
っ
し
ゃ
い
！

▲

大
な
わ
と
び
に
挑
戦
！

▲

お
に
ぎ
り
の
無
料
配
布

▲

ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
取
り

▲

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
も
登
場
！

▲

▲会場のようす

　今年の「よしとみ・ワッショイ・春まつり」も多
くの方々にご来場いただき無事に終えることができ
ました。
　ご来場のみなさま、ご協力してくださったみなさま、
ありがとうございました。

吉富町商工会

町民の皆様へお礼

よ
し
と
み
ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ
春
ま
つ
り
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関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
　
６
月
10
日
（日）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
受
付

　
　
　
　
午
前
10
時
～
講
習
開
始

▼
開
催
場
所
　
豊
前
市
民
会
館

▼
持
参
す
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　豊築休日急患センターの診療時間が変更に

なります。

　豊築休日急患センターでは、内科・小児科の

診療を午前9時から翌朝6時まで行っておりま

すが、派遣元病院の医師の減少などにより、診

療時間を平成19年6月より、午前9時から午後

10時までに変更いたします。

　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

 

【診療時間】

　内　科　　午前9時～午後10時

　　　　　　　　　（受付は午後9時30分まで）

　小児科　　午前9時～午後10時

　　　　　　　　　（受付は午後9時30分まで）

　歯　科　　午前9時～午後5時30分

　尚、深夜の小児科急患につきましては、中津

市民病院小児科に電話していただき、受診し

て下さいますようお願いいたします。

　中津市民病院

　　（住所）中津市大字下池永173番地

　　（電話）０９７９－２２－２４８０

豊築休日急患センター
からのお知らせ

豊築休日急患センター
からのお知らせ

◆対 象 者　吉富町在住の20歳以上の方
　　　　　　（以前受講した方についても申込みできますが、

定員を超す場合は初めて受講する方を優先さ
せていただきます。）

　　　　　　※ワープロ等の文字入力ができる方

◆講　　座　エクセル初級講座

◆講座内容　表計算ソフトの基本的な操作と表集計等

◆開催日時　6月28日（木）・29日（金）
　　　　　　午後１時30分～午後３時30分
　　　　　　（1日２時間の2日間）

◆申し込み受付期間
　　　　　　6月11日（月）から6月22日（金）
　　　　　　午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

◆場　　所　吉富フォーユー会館 ３階 パソコン教室

◆定　　員　20名（先着順とします。）　最小催行人数5名

◆受 講 料　無料（ただし、テキスト代として200円必要とな
ります。）

◆申し込み　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　吉富フォーユー会館窓口にてお申し込みくだ

さい。都合で申し込みに来られない方は、電話
受付をいたします。

◆問い合せ　吉富町教育委員会　　22‐1944

パソコンに触れてみよう! 
生涯学習講座「パソコン教室」
の受講生を募集します
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（ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業）
豊前築上地区に在住する60歳以上の方のための講座です。
もっと学びたい方のための「ふるさと講座」や自分の知識を子ども達に伝えるための「さわやか講座」を計画しています。
この機会にぜひ参加してみませんか？

■申込方法／各市町教育委員会、及び豊前市中央公民館へ直接申し込み（電話での受付不可）

■申込期間／6月1日（金）～6月15日（金）まで
■受講決定／受講生の決定は6月下旬頃、ハガキで本人に通知します。

お問い合わせ先／■豊前市教育委員会 教育課 社会教育係  TEL0979-82-1111（内線1223）中村　■豊前市中央公民館  TEL0979-82-2402　竹内

講座の説明会を6月11日（月）に行います。ぜひ参加してください。

○場所／豊前市役所3F大会議室　○時間／10：00～
6月11日（月）
説 明 会

「ふくおか高齢者大学」は平成18年度で事業廃止となりました。変わって平成19年度より新しく

「ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業」が始まります。

ふるさと講座 自分の趣味を広げ、知識を深めたい方のための講座です

◇同曜日以外なら何講座受講してもかまいません。何講座受けても受講料は4,000円です。

◇前期のみ、後期のみの、どちらかの受講でも良いですし、前期後期の通しでも良いです。

●期間／7月～10月　　●時間／13：00～15：00

●場所／豊前市中央公民館・豊前市総合福祉センター

健康コース（30人）　 健康のためのアドバイスと軽運動火曜日 前期5回 後期5回

書道コース（30人）　 書のいろは・様々な書体火曜日 前期5回 後期5回

パソコンコース（20人）　 初級者から上級者まで水曜日 初級7回 上級7回

絵手紙コース（30人）　 葉書に絵と思いを描いて水曜日 前期5回 後期5回

歴史コース（30人）　 文化と歴史をたずねて木曜日 前期5回 後期5回

受講料4,000円
（材料代、資料代は別途）

さわやか講座 子ども達のためにあなたの知恵袋をほどいてみませんか？
●期間／7月～8月の水曜日　　●時間／10：00～12：00

●場所／豊前市中央公民館・豊前市総合福祉センター
受講料は無料
気軽に参加してください。

7月4日 「わたしとボランティア」　京築教育事務所 生涯学習室　宮城強氏
「健康づくり」　谷昌子氏

第1回

7月11日 「マジックで遊ぼう」　大江治氏
「豊前市のボランティア活動の現状」　豊前市社会福祉協議会　橋本幸司氏

第2回

7月18日 「地域として子どものためにできること」　杵築市社会教育委員　秦千恵美氏第3回

7月25日 「子どもとの関わり方について」　幼児教育専門員　熊丸みつ子氏第4回

8月1日 絵手紙・書道・布わらじの3コースに分かれて実技第5回

8月8日 絵手紙・書道・布わらじの3コースに分かれて実技第6回

8月下旬 実践交流第7回
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　子どもの望ましい成長発達を図るために、教育・
心理、福祉の専門家が保護者の方に家庭での養育
やこれからの教育について、様々な相談に応じます。
　お気軽にお申し込みください。

【日時・場所】
　○平成19年８月４日（土）　13：30～16：00
　　豊前市役所　大会議室
　　　　　　　（豊前市吉木955　　82‐1111）
　※都合のよい時間に相談できます。

【申込先】
　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）
　　22‐1944
　福岡県教育庁京築教育事務所　教育相談室
　　83‐3603

【申込方法】
　教育委員会に備え付けの申込書で申し込んで　
ください。
　電話による申し込みも出来ます。

【申込期限】
　平成19年７月２日（月）

【相談費用】
　無料
　（保護者の負担はありません。）

心と体の発達教育相談心と体の発達教育相談心と体の発達教育相談
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　小型ガス瞬間湯沸器を、換気扇を回さずに使

用していたため、死亡に至る事故が発生してい

ます。小型ガス瞬間湯沸器を使用するときは、

必ず換気扇を回しましょう。

経済産業省

小型ガス瞬間湯沸器を
ご使用の皆様へ
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福岡県母子寡婦福祉連合会からのお知らせ
《パソコン基礎講習会》

　会　場 ： 春日クローバープラザ　研修室

　期　間 ： 8月7日（火）～10日（金）の平日昼間4日間（延べ24時間）

　定　員 ： 20名（書類選考、定員オーバーの場合抽選、応募者10名　

　　　　　 未満時は中止）

　託　児 ： 有（１歳～６歳迄の就学前のこども）

　受講料 ： 無料（但しテキスト代として約3,000円程度自己負担）

　締切り ： 6月29日（金）まで

《ホームヘルパー2級講習会》

　会　場 ： 春日クローバープラザ　研修室

　期　間 ： 8月17日（金）～11月２日（金）の平日昼間21日間（延べ132時間）

　定　員 ： 20名（書類選考、定員オーバーの場合抽選、応募者10名未満時は中止）

　託　児 ： 有（１歳～６歳迄の就学前のこども）

　受講料 ： 無料（但しテキスト代として約10,000円程度・健康診断実費自己負担）

　締切り ： ７月６日（金）まで

《母と子のためのキャンプ》

　日　時 ： 6月23日（土）～6月24日（日）

　会　場 ： 国立夜須高原青少年自然の家（現地集合・現地解散）

　対　象 ： 原則、5歳以上中学生以下の子どもを持つひとり親家族の母と子30組

　締切り ： 6月12日（火）

●申し込み・問い合わせ先

　福岡県母子寡婦福祉連合会　　０９２－５８４－３９３１

 　　　　　　　　　　　　　　 （キャンプは　０９２－５８４－３９２３）

　総務省九州総合通信局では、電波利用保護旬間の期間中、電波を正しく利用していただくための広報活動

及び不法無線局の取締りを強化しています。

　ルールを守らない不法な無線局は、テレビやラジオの受信に障害を与えたり、携帯電話の通話を妨害する

だけでなく、警察、消防・防災行政無線など人命に関わる重要な無線に対する混信・妨害が発生するなど、私た

ちの生活をおびやかしています。

　不法な無線局を開設したり運用したりすると、1年以下の懲役又は100万円以下の罰金に処せられます。

　電波には免許が、無線機には認証マークが必要です。誰もが安心して利用できるようにするため、一人ひと

りがルール（電波法）を守ってクリーンな電波環境を作りましょう。

－問合せ先－

■九州総合通信局　http：//www.kbt.go.jp/

　○不法無線局、混信・妨害　………TEL：096－368－8656

　○受診障害（テレビ・ラジオ） ……TEL：096－326－7873

　○電波利用料　……………………TEL：096－326－7805

　○その他行政相談　………………TEL：096－326－7819

守って！電波のルール守って！電波のルール守って！電波のルール －6月1日から10日までは　　電波利用保護旬間です－

電波のことなら

九州総合通信局へ
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兄
の
植
ゑ
し
藤
の
木
絶
え
し
と
思

ひ
ゐ
し
に
七
十
年
忌
今
日
見
事
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

庭
の
樹
々
の
緑
に
萌
え
立
ち
長
病
み

の
わ
が
ひ
と
り
身
に
元
気
湧
き
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
崎
　
則
子

母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
て
頂
き
ぬ

真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
黒
き
バ
ッ
ク
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

ド
ン
タ
ク
を
テ
レ
ビ
に
見
て
を
り
母

と
行
き
し
二
十
年
前
を
懐
し
み
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

独
り
過
ご
す
五
月
の
連
休
テ
レ
ビ
に

て
関
口
知
宏
と
ゆ
く
中
国
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
野
　
朝
香

枯
れ
ゐ
た
る
休
耕
田
の
畦
道
を
焼
き

ゆ
く
中
に
レ
ン
ゲ
草
ひ
と
む
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

久
し
振
り
に
娘
は
ゆ
っ
た
り
と
ピ
ア

ノ
弾
く
孫
と
そ
の
父
は
広
場
に
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
稔

明
日
あ
た
り
牡
丹
の
三
花
く
ら
む
と

夕
映
え
の
庭
に
夫
の
声
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

新
緑
の
耳
納
連
山
越
え
越
え
て
黒
木

の
里
に
藤
を
愛
で
ゐ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

元
・
元
と
高
級
官
僚
の
名
を
連
ね
春

の
叙
勲
の
一
面
全
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

娘
と
詣
で
し
こ
も
神
社
前
を
通
り
過

ぐ
参
拝
せ
し
日
を
想
ひ
出
だ
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

こ
の
小
さ
き
町
に
も
選
挙
の
嵐
吹
き

ぬ
五
月
晴
れ
仰
ぎ
て
人
は
何
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

連
山
の
裾
野
に
住
宅
建
ち
て
を
り
幸

せ
の
灯
り
ほ
の
か
に
優
し

一
睡
の
夢
よ
り
消
え
し
夏
遍
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫
田
加
代
子

ま
ず
翁
走
っ
て
孫
と
風
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

万
緑
を
下
に
天
守
閣
ど
ん
ど
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

百
通
の
手
紙
が
宝
麦
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

フ
ィ
ル
ム
の
あ
と
一
枚
に
春
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
千
代
子

九
重
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
花
む
し
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
頭
ミ
キ
子

春
惜
し
む
旅
行
鞄
に
残
る
地
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
て
る
代

内
定
の
決
ま
り
し
孫
や
初
夏
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

土
の
息
草
の
息
吹
や
春
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

み
あ
か
し
は
瞬
き
窟
は
滴
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
く
み
女

新
し
い
風
に
期
待
の
吉
富
町

な
に
よ
り
の
百
薬
の
長
孫
の
声

年
毎
に
背
な
も
言
葉
も
丸
く
な
り

一
服
の
清
涼
剤
で
す
サ
ツ
キ
展

満
員
電
車
席
ゆ
ず
ら
れ
て
老
い
を
知
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
典
男

一
言
が
過
ぎ
て
司
会
を
下
ろ
さ
れ
る

わ
が
ま
ま
な
右
手
を
叱
る
左
の
手

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
み
生
き
て
五

七
五
羽
根
あ
れ
ば
空
を
飛
び
た
い
め
し
い

の
身
ま
た
一
人
川
柳
の
仲
間
去
っ
て
い
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
築
川

あ
　
に

お
き
な

こ

み
の

う

こ
こ
の
え

　海上保安庁では、6月1日から6月30日までの間、「未来に残そう青い海」をスローガンに

海洋環境保全活動を推進します。

　青く美しい海を未来に残すのは私たちの責任です。

　プラスチック類や空き缶等のゴミを川や海に捨てないようにしましょう。

　海にゴミを捨てる人を見たり、油が浮いているのを発見した場合などは局番なし電話

番号「118」で海上保安庁に通報してください。

門司海上保安部からのお知らせ門司海上保安部からのお知らせ
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【
お
誕
生
お
め
で
と
う
】

　
植
山
　
正
輝

　
　
　
　
里
奈
ち
ゃ
ん
（
和
井
田
）

【
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
】

　
大
澤
ト
シ
ヱ
様
　
95
歳
（
鈴
　
熊
）

　
畑
本
ス
ヱ
子
様
　
76
歳
（
喜
連
島
下

）

　
　
佐
　
静
夫
様
　
88
歳
（
小
犬
丸
下

）

　
若
山
　
一
子
様
　
82
歳
（
高
　
浜
）

福
岡
県
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
６
月
１
日
～
７
日
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検

査
普
及
週
間
」
で
す
。
京
築
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

普
及
週
間
に
あ
わ
せ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ

ズ
ウ
ィ
ル
ス
）
に
関
す
る
臨
時
相
談

日
を
開
設
し
ま
す
。

▼
臨
時
検
査
相
談
日
時

　
６
月
11
日
（月）
　
17
時
～
19
時

▼
相
談
検
査
内
容
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す

　
る
相
談
・
検
査
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

　
ス
・
梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検

　【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　
宇
佐
　
　
始
様
　
（
小
犬
丸
下
）

　
大
澤
　
　
洋
様
　
（
鈴
　
　
熊
）

【
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
】

　
大
澤
　
　
洋
様
　
（
鈴
　
　
熊
）

　
査
）
が
無
料
、
匿
名
で
受
け
ら
れ

　
ま
す
。

▼
場
所
　
福
岡
県
京
築
保
健
福
祉
環

　
境
事
務
所
　
２
階
　
診
察
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
平
日

　
　
０
９
３
０
・
２
３
・
３
９
３
５

　
臨
時
検
査
日
の
17
時
～
19
時

　
　
０
９
３
０
・
２
３
・
２
２
４
６

※
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
通

　
常
の
相
談
検
査
日
は
、
毎
週
火
曜

　
日
の
９
～
10
時
で
す
。

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　
吉
富
町
商
工
会
青
年
部
　
様
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
津
下
）

　
（
よ
し
と
み
ワ
ッ
シ
ョ
イ
春
ま
つ

　
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー 

一
部

　
収
益
金
）

　
吉
富
町
商
工
会
女
性
部
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
津
下
）

　
（
よ
し
と
み
ワ
ッ
シ
ョ
イ
春
ま
つ

　
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー 

一
部

　
収
益
金
）

                                      

　
　
　
　
（
５
月
14
日
受
付
分
ま
で
）

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

寄付お

礼

り
　
な

Ｈ
Ｉ
Ｖ
臨
時
相
談
検
査
日
を
開
設

Ｈ
Ｉ
Ｖ
臨
時
相
談
検
査
日
を
開
設

Ｈ
Ｉ
Ｖ
臨
時
相
談
検
査
日
を
開
設

　保健師、助産師、看護師、准看護師の資格を有し、

現在看護の現場を離れている方を対象に、求人求職

情報や最新の医療・看護情報の提供等を行う移動相

談を次のとおり開催します。

　是非この機会をご利用ください。

　

①�相談時間　10：00～16：00

　※�但し、新登録の方は、受付15：00までにお願い

　　します。

②登録時には、免許番号・取得年月日・履歴等を記入

　していただきます。

③求人施設もどうぞお気軽にご参加ください。求職

　者との面談を行うこともできます。

●問い合わせ先　福岡県看護協会

　福岡県ナースセンター（担当：田中）

　福岡市東区馬出4‐10‐1

　　０９２・６３１・１２２１

看護職員再就業移動相談

日　　程 会　　　場

6月29日（金）
八幡西区役所　生活支援課
北九州市八幡西区筒井町15－1

７月20日（金）
小倉北区役所　生活支援課
北九州市小倉北区大手町1－1

８月 ８日（水）
福岡県嘉穂保健福祉環境事務所
飯塚市新立岩8－1

８月24日（金）
小倉南区役所　生活支援課
北九州市小倉南区若園5－1－2

　人事院及び各府省では、30歳代の人を対象とした

国家公務員中途採用者選考試験（再チャレンジ試験）

を実施します。

《受験資格》　昭和42年4月2日～昭和53年4月1日　

　　　　　生まれの者

《受付予定期間》　6月26日（火）～7月3日（火）

《選考過程》　9月9日（日）（第1ステージ）

《受験案内等の請求方法》

　返信用封筒（角形2号、120円分の切手貼付、あて先

明記）を同封した封筒に、「再チャレンジ試験」と朱

書きし、問い合わせ先に送付してください。

《問い合わせ先》　人事院九州事務局第二課試験係

　〒812‐0013　福岡市博多区博多駅東2‐11‐1

　　０９２‐４３１‐７７３３

国家公務員中途採用者選考試験
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あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
便
り

（
H
18
年
6
月
1
日
生
　
幸
子
上
）

　あ
ゆ 

 

な

増
田
　
渉
那
ち
ゃ
ん
　
女 

（
H
18
年
6
月
3
日
生
　
直
　
江
）

ひ
　
な
　
た

中
島
陽
菜
多
ち
ゃ
ん
　
女

（
H
18
年
6
月
12
日
生
　
喜
連
島
下
）

ま
き 

 

と

山
本
　
蒔
人
ち
ゃ
ん
　
男 

（
H
18
年
6
月
18
日
生
　
直
　
江
）

　る
う
く

前
田
　
琉
琥
ち
ゃ
ん
　
男

（
H
18
年
6
月
20
日
生
　
小
犬
丸
下
）

ひ
ろ 

 

き

占
部
　
寛
樹
ち
ゃ
ん
　
男

（
H
18
年
6
月
25
日
生
　
幸
子
上
）

の
　
の
　
か

出
口
野
乃
花
ち
ゃ
ん
　
女

（
H
18
年
6
月
29
日
生
　
小
犬
丸
下
）

ち
　
さ
と

田
井
中
千
智
ち
ゃ
ん
　
女

今
月
の
健
康
案
内

火

6/1
水

6/20
水

6/20
木

6/21
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
楡
生
公
民
館

健
康
相
談

月

6/1
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
別
府
公
民
館

健
康
相
談

10
時
～
12
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
「
ひ
だ
ま
り
」

13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
鈴
熊
公
民
館

健
康
相
談

13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
土
屋
公
民
館

健
康
相
談

火

6/26
水

6/27
13
時
30
分
～
15
時

◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

ス
リ
ム
ア
ッ
プ
教
室
③

月

6/25
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
界
木
公
民
館

健
康
相
談

13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
直
江
公
民
館

健
康
相
談

木

6/28
10
時
～
12
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

赤
ち
ゃ
ん
広
場

金

6/29
14
時
～
14
時
15
分

◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
（
３
～
５
ヶ
月
児
）

月

6/4
月

6/1
木

6/1
木

6/1
10
時
～
12
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

10
時
～
12
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

10
時
～
12
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

赤
ち
ゃ
ん
広
場

13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
広
津
下
公
民
館

健
康
相
談

金

6/22
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
今
吉
公
民
館

健
康
相
談

金

6/1
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
漁
村
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

月

6/25
10
時
～
12
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

介
護
家
族
健
康
相
談

月

6/1
10
時
～
12
時
◎
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

　みなさん！親子で楽しく体を動かしていますか？

　公園で子どもの遊びを眺めることが多くはありませんか?   

　下記のとおり、親子で一緒に楽しめるリトミック教室を

計画しましたので、ぜひ、遊びに来てください。パパも大歓

迎です。�  

　子育てサークル『ちびっこ広場』のお友達も待っていま

すよ！�  

    

◎日時及び内容�   

◎場　所�  吉富あいあいセンター�

◎講　師�  大分フィットネスカンパニー　山崎　陽二先生�

◎受講料�  無　料（持ってくるものも特にありません。）�

    

◎問合せ先　吉富あいあいセンター　　２３－９９００

親子ふれあいリトミック教室の
参加者を募集します！

親子ふれあいリトミック教室の
参加者を募集します！
親子ふれあいリトミック教室の
参加者を募集します！

日　　時 内　　　容

６月22日（金）
10：30～11:30

音楽にあわせたリズムあそび
ボール等を使ったあそびなど


